
政策分野１８ 学校教育 

～市民ぐるみで子どもたちに「生きる力」を育むまちをつくる～ 

基本方針 

いかなる社会情勢にあっても，「ひとりひとりの子どもを徹底的に大切にする」という京

都市教育の理念の下，すべての幼稚園・学校が責任をもってすべての子どもたちの教育保

障を図り，市民の期待と信頼に応えるとともに，家庭・地域・大学・産業界・ＮＰＯなど

の積極的な参画を得て，京都で学んだ子どもたちが夢と希望をもって未来を切り拓いてい

けるよう，市民ぐるみで子どもたちの「確かな学力」「豊かな心」「健やかな体」の調和の

とれた育成を図り，「生きる力」を育む学校教育を推進する。 

現状・課題 

○ 子どもの育ちの基盤となる幼児教育，小中学校の

連携による９年間を通した義務教育，生徒や保護者

の多様なニーズに応えるため改革を進める市立高

校，障害のある児童生徒ひとりひとりの社会参加と自

立をめざした総合育成支援教育において，本市独

自の少人数学級や普通教室の冷房化，全校での校

内 LAN の整備など全国トップクラスの教育環境を生

かし，教職員の熱意溢れる教育実践が展開されてい

る。 

○ また，「地域の子どもは地域で育む」という京都の

教育風土と開かれた学校づくりの推進により，学校と

家庭・地域が情報，課題，行動，評価を共有し，共に

高め合う，地域ぐるみ・市民ぐるみの教育が着実に

進んでいる。 

○ 一方で，学校での学びと家庭生活・社会生活との

乖離が危惧されるなか，子どもたちの学びのフィー

ルドを社会全体に広め，体験活動やボランティア活

動，スポーツ活動等の充実を図り，好奇心や探究心，

学習・運動意欲の向上を図ることが重要である。その

ために，学校・家庭・地域が「生きる力」の意味を共

有し，共に子どもを育むことが求められる。 

○ さらに，子どもの自尊感情や規範意識の低下が懸

念されるなか，子どもたちが地域を大切にする心や

公に資する態度を身につけるとともに，みずからの

命・身体を守る視点に立ち，他者を大切にする取組

を充実する必要がある。 

◆小学生の長期宿泊・自然体験活動

◆子どもの豊かな学びと育ちに向けて 

学校運営協議会委員による熱心な議論 

◆幼児教育・子育て支援の充実に向けた拠点  

「こどもみらい館」 

※ 下線の箇所は第1次案からの変更箇所です。 

みんなでめざす１０年後の姿 

１ 社会の宝である子どもたちを地域ぐるみで育んでいる 

コミュニティスクールの推進など，地域ぐるみで学校教育を推進するしくみづくりを進めることにより，公

教育への市民の信頼を高め，充実した教育環境のもとで，すべての子どもたちが「確かな学力」「豊かな

心」「健やかな体」を身につけることができるまちとなっている。 

２ 教職員や保護者が子どもたちを中心にしっかり連携できている 

教職員やＰＴＡをはじめとした保護者の校種間連携をさらに進め，保育所・幼稚園から小学校，中学

校，高等学校，総合支援学校が連携し，幼児教育から義務教育，高校教育まで一貫して子どもたちひと

りひとりを徹底的に大切にする教育を推進するまちとなっている。 

３ 子どもたちがあらゆる場で学び体験できる社会となっている 

学校・家庭・地域・大学・産業界・ＮＰＯ等の連携の下，すべての大人たちが子どもを育む当事者とし

て行動し，社会全体で子どもたちにさまざまな学びや体験交流の場を提供することにより，子どもたちの

「生きる力」を育むことができるまちとなっている。 

４ 京都で学んだ子どもたちがあらゆる場面で活躍している 

京都の地域特性や社会資源を最大限に活用し，京都ならではの伝統文化教育や環境教育，食育，

生き方探究教育，健康教育等を推進することにより，京都，世界の未来を担う人材を育むことができるま

ちとなっている。 

 

 

 

 

 

 

市民と行政の役割分担と共汗 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

家庭 地域 

学校・幼稚園 

企業等

○ 子どもたちに，早寝・
早起きなどの規律ある
生活習慣や規範意識，宿
題をはじめ，予習，復習，
読書などの学習習慣を
身につけさせる 

○ 子どもたちの学校生
活に関心をもち，ＰＴＡ
や地域の一員としてさ
まざまな活動や学校教
育に参画する 

○ 責任をもって子どもたちの教
育保障を図る 

○ 校種間で緊密に連携し，開か
れた学校づくりを推進する 

○ 学習やスポーツ，学校行事，
校外活動などさまざまな場面
でボランティアとして積極的
に学校教育活動に参画する 

○ 地域における子どもたちの
安心・安全の確保をはじめ，
学校との連携の下，学びと体
験の場を提供する 

○ 学校への出前授業など，次世代育
成に向けた取組を推進する 

○ 「ＯＫ企業」※の取組等を通し，
ワーク・ライフ・バランス（仕事と
生活の調和）を推進する 

※ Ｏ（親父の）Ｋ（子育て参加に理解
のある）企業等を募り，認定・表彰す
る取組 

大学

行政 ○ 最先端の研究を子どもた
ちに体験させる場を設ける 

○ 学生ボランティアやイン
ターンシップ，共同研究な
ど，学校との相互協力を進め
る 

○ 市民ぐるみの教育がより
一層推進されるよう，さまざ
まな情報発信やしくみづく
りを行う 

＜参考＞政策指標例 

◆小中学校でのコミュニティスクールの拡大    150 校(H21) → 全小中学校（252 校） 

◆学校教育活動支援ボランティア※の拡大 10,000 人(H21) → 20,000 人 

◆保育所・幼稚園，小中学校の連携推進   15 中学校区(H21) → 全中学校区（75校区） 

 ※ 授業や部活動等で子どもたちの教育活動をサポートする学生ボランティアや学校支援ボランティア等 

＜共汗の方向性＞ 
大人すべてが子ど

もを育む当事者とし
て，未来を担う子ども
たちの教育に積極的
に参画する 



推進施策 

施策の体系 

    学校教育     市民ぐるみの教育の推進 

子どもたちに「生きる力」を育む教育の推進 

教職員の資質・指導力の向上 

               ゆとりと潤いのある学習環境づくり 

 

１ 市民ぐるみの教育の推進 

  開かれた学校づくりと地域ぐるみの教育 

  社会の宝である子どもたちを地域ぐるみで育むため，学校・幼稚園が積極的に情報発信を行い，ボ

ランティアや学校評価，学校運営協議会など保護者・地域の方々の学校教育への参画を促進するこ

とにより，本市の伝統である地域ぐるみの教育の一層の推進を図る。 

 

  大学，産業界，ＮＰＯ等の幅広い参画を得た学校教育の推進 

次世代育成に向け，大学や産業界，ＮＰＯ等による学校教育への参画を進め， 京都ならではの食

育や伝統文化教育，生き方探究教育，モノづくり事業など，子どもたちの様々な学びや体験交流の場

を充実させる。 

また，府市協調の下，市内の子どもたちが通う私立学校・園等の振興に努める。 

 

２ 子どもたちに「生きる力」を育む教育の推進 

  「確かな学力，豊かな心，健やかな体」の調和を図る教育の推進 

   子どもたちが自立して社会で生き，豊かな人生を送ることができるよう，幼児教育においては幼児の

自発的な活動としての「遊び」を通じて，情緒的・知的な発達，社会性の涵養を図り，義務教育９年間

については，児童生徒の９年間の育ちに全ての教職員が責任を持つ意識改革と行動改革を行いつ

つ，小中一貫した「確かな学力」「豊かな心」「すこやかな体」の育成を図る。また，市立高等学校にお

いては，生徒たちが自己の在り方や生き方を確立し，一人一人の将来展望に応じた進路を実現でき

るよう，生徒・保護者・社会のニーズを踏まえた魅力ある高校づくりに向けた改革を更に推進する。 

 

  規範意識の醸成と人権教育の推進 

   全ての子どもたちの規範意識を高めるため，あらゆる教育活動において，子どもたちの絆づくりに意

図的，計画的に取り組むとともに，家庭・地域・関係機関との連携により，「社会で許されない行為は学

校においても断じて許されない」との姿勢で，いじめや暴力等の未然防止に努める。 

また，子ども一人一人が自尊感情を高めるとともに，お互いを尊重し，認め支え合い，共に生きるこ

との大切さを学ぶことにより，「人権文化」の息づく社会の構築を目指した人権教育を推進する。 

 

  心身の健康と望ましい生活習慣の確立に向けた取組の充実 

   家庭・地域・関係機関と連携した喫煙，飲酒，薬物乱用防止に関する取組，運動やスポーツの実践

を推進することにより，子どもたちが，自らの心身の健康について考え，早寝早起きや家庭学習，読書

など，望ましい生活習慣を実践できるよう指導の充実を図る。 

 

 

  環境モデル都市京都を担う子どもたちの育成 

家庭・地域や大学，企業，ＮＰＯ等との連携により，「環境モデル都市・京都」を担う子どもたちの環

境に対する感性を培い，「歩くまち・京都」の実践など，環境保全や環境問題解決に向けて行動する

態度を育成するため，全ての教育活動を通して環境に関する学習を展開する。また，身近な自然や

生活の中の様々な事象に子どもたちの目を向けさせることにより，探究心や好奇心を高め，理科好き

な子どもを育成する。 

 

  総合育成支援教育の充実 

ＬＤ等支援の必要な子どもを含む障害のある子どもたちが，一人一人のニーズに合った教育を受け

られるよう，学校の組織体制を確立し，「個別の指導計画」等の作成により必要な支援・指導の充実を

図る。また，交流及び共同学習等を通して，障害のある子どもへの理解を深め，支援ができる学級集

団づくりを進める。さらに，より自立的な社会参加を目指す新たな学習拠点の整備や職業学科の定員

拡大等，総合支援学校の教育環境の一層の充実を図る。 

 

３ 教職員の資質・指導力の向上 

  教員養成から採用，研修まで一貫したシステムの構築 

   教職員が尊ばれ，多くの学生が高い志と夢や希望を持って教員を目指せるためには，公立学校の

教職員が市民の信頼に応える必要がある。そのためには，大学・大学院での教員養成課程と学校現

場での教育実践との融合，京都教師塾の充実，多用な人材を確保するための特色ある教員採用試

験の実施，採用後の研修体系の充実やＩＣＴを効果的に活用した授業の質の向上等を進め，教職員

の資質・指導力の向上を図る。 

 

  教職員評価システムの実施と評価の活用 

    全教職員が自らの課題や改善点を明確にし，資質向上や能力開発を促進するため，教職員評価シ

ステムの充実と高い信頼性を確保し，教職員の意欲向上や学校組織の更なる活性化を推進する。 

           

４ ゆとりと潤いのある学習環境づくり 

  学校施設の環境対応とバリアフリー化 

老朽化した学校施設の機能改善などの際に，太陽光発電システムや風力発電システム，屋上緑化

や壁面緑化など，環境に優しい学校施設の整備や省エネ機器への転換を進めるとともに，学校施設

のバリアフリー化を進めて，児童生徒が障害の有無などに関わらず，安心して快適に過ごせる学習環

境を整備する。 

 

  自然と触れ合える野外活動の充実 

花背山の家を中心とした長期宿泊・自然体験や，海に接することが少ない本市の子どもたちが，海

での生活を体験するみさきの家での活動などの野外活動の推進を図るため，活動プログラムの多様

化や施設環境の充実を図る。 

関連する分野別計画 

学校教育の重点 

京都市未来子どもプラン（平成２２年度～２６年度） 


